
※ 別途、メーター～１次側の引き込み線費用が電力会社より請求あり

必要（保安業務あり）不要

主任技術者の

選任

42円（税抜40円）42円売電単価

20年10年売電年数

全量買取余剰電力売電方式

必要設備認定

必要

（特別高圧）

必要

（高圧設備）

不要

ﾊﾟﾜｺﾝによりﾄﾗﾝｽ設備

設置の可能性あり

不要

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

(ﾄﾗﾝｽ設備)の設

置

特別高圧

(66000V/77000V)

高圧連系

(6600V)

低圧連系

(200V/100V)

連系方式

事前協議費用 必要不要

2,000kW以上50kW～

2,000kW未満

10kW～

50kW未満

10kW未満

設備容量

①再生可能エネルギー固定買取制度 概要

※ 売電単価・売電年数は年度毎に見直し、変更の可能性あり



②シュミレーション例



③利回りの計算例

３１．４６ｋＷを１，６００万円で設置した場合

年間売電金額 ： １，６４０，０００円

利回り ： １０．２５％

（１，６４０，０００÷１６，０００，０００）

他の商品には無い３つの魅力

①低リスク（低コスト）で中リターン・・・太陽がある限り

②低メンテナンスコスト：基本的にモジュールはメンテナンスフリー

パワコンのメンテナンスは必要（保安業務）

③買取保証：国の売電買取制度により金額・期間が保証されている

・・・利回り５％以上で保証される金融商品は他にない



④利回りとリスクの相関図

高

アパート経営

高い利回りとなるが、空室のリ

スク・メンテナンスの費用等、

スクも大きい

低

↑

リ

ス

ク

↓

株投資

安定しない

元本割れのリスクもあ

り

銀行預金

リスクは低いが

利回りも低い

太陽光全量買取

高利回りで

リスクは低い

← 利回り →
高低

毎月現金を

生み出す

安定収入



⑤太陽電池種類別の比較

結

晶

系

ア

モ

ル

フ

ァ

ス

系

太陽電池の

種類

5100万

円

7500万

円

1.26億円15万

kWh

125kW1.25

15％

程度

単結晶

5096万

円

7000万

円

1.2096億

円

14.4万

kWh

1200

kWh

120kW1.2

14.5％

程度

多結晶

4920万

円

6000万

円

1.092億

円

13万

kWh

100kW1

12％

程度

薄膜系

7380万

円

9000万

円

1.638億

円

19.5万

kWh

1300

kWh

150kW1.518.2％

ＨＩＴ

最終

利益

初期

コスト

２０年間の

売電金額

年間

発電量

年間発

電量

(1kWあ

たり）

容量

同一面積

における

設置可能

容量比率

モジュール

変換効率



⑥グリーン投資減税

■減価償却

太陽光発電設備・・・１７年で減価償却

■グリーン投資減税の税制優遇の内容

①中小企業に限り設備取得額の７％相当額の税額控除

②青色申告をしている法人または個人を対象に

普通償却に加えて取得額の３０％相当額を限度として償却できる特別償却

③青色申告をしている法人または個人を対象に

取得価格の全額を償却（１００％即時償却）できる特別償却

■グリーン投資減税の対象設備

太陽光発電設備の場合

・・・１０ｋＷ以上で買取制度の設備認定があること

（１０ｋＷ未満の設備は対象外）


